
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NEXT ONE 
校長  辻 康一 

卒業式や修了式を控えた今年度の最後の月を迎えました。３月は、振り返りとまとめをすると同時に、

新たな出発に向けて準備をする時期でもあります。 

そのように、４月から新たな世界、新たな学年に進級する生徒たちに一つの言葉を送ります。 

「NEXT ONE」 

これは「あなたの今まで制作した作品の中で最高の作品はなんですか？」と質問された時にある人物が

答えた言葉です。「『NEXT ONE』～次の作品・明日描く絵が一番すばらしい～」 

 

そのある人物とは芸術家です、ヒントは生涯におよそ 1 万 3500 点の油絵と素描、10 万点の版画、3 万

4000 点の挿絵、300 点の彫刻と陶器を制作し、最も多作な美術家であると『ギネスブック』に記された人

です。独特な表現のキュビズムを確立し、有名な作品には『ゲルニカ』などがあります。そうパブロ・ピ

カソの言葉です。 

誰もがピカソの名前は聞いたことがあると思いますが、彼は自分の作品に満足することなく、生涯にわ

たって成長していくことを大切にしていました。ピカソが「２０世紀最大の画家」と言われるのは、常に

新たな境地に挑戦し続け、美術界のみならず世界中の人々に多大な影響を与えたことが大きな要因と言え

ます。 

 そんな生涯に 15 万点もの作品を生み出したピカソにとって最高の作品は「NEXT ONE」（次の作品）

であったわけです。 

  

振り返ってみればこの１年間、生徒たちは大きく成長してきました。もちろん、順風満帆というわけに

はいきませんが、ぶつかり合ったり悩んだり、喜んだり感動したりしながら、前に進んできました。そし

て、前を向けば新たな世界が広がっています。新しい環境は未知であり、希望や期待とともに不安もいっ

ぱいです。けれども、今のクラスが良かった、このままでいいやと満足することなく、さあ、「NEXT 

ONE」、４月からの令和６年度に生徒たち一人ひとりが今まで以上の学習、今まで以上の練習、そして、

今まで以上の自分になれるよう、研鑽和親で臨んでほしいと思います。 
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【第１学年】 家庭科調理実習 

１年生の家庭科では、調理実習を２回行いました。メニューは「豚のしょうが焼き」と、「メカジキの煮つ

け」です。中学校で初めての調理実習に取り組む姿は、多少の緊張感もありながら、調理をする楽しさを感じ

ている様子でした。三角巾やエプロン、布巾の準備等、ご家庭にもご協力いただき、実施することができまし

た。誠にありがとうございました。 

〈実習後の感想〉 

・班員と協力し、自分ができることを常に探しながら調理することができた。 

・魚の料理は難しいと思っていたけど、意外と手軽においしくできた。家でも作ってみたい。 

・いつも料理をしてくれている両親に感謝を伝えたくなった。 

                                   担当 家庭科教諭 中村眞子 



【第２学年】 がん教育講演会 

 

2月 2日（金）に 2年生対象に「がん教育講演会」を行いまし

た。 

講師に、佐々総合病院長 鈴木隆文先生をお迎えし、がんの知識

や最新の治療の様子を教えていただきました。田無第一中学校

の卒業生だった鈴木先生から、先輩として一中の歴史について

も教わり、「成功の逆は挑戦しないこと」という、キャリアにつ

いてのお話もしていただきました。 

事後学習として、国語の授業の中で「お礼の手紙」を書きま

した。生徒の感想をみると、「２人に１人ががんにかかること」

「五十代になるとがんになる確率が上がること」「早期発見でき

れば、９割が治る病気であること」が印象に残ったようです。生徒の中には、佐々総合病院で生まれた生徒や、

かかりつけの病院である生徒もいました。一中も怪我をしたときなどにお世話になる病院です。地域にこのよ

うな病院があることは、とても安心ですね。 

書いたお手紙を佐々総合病院にお届けしたところ、大変喜ばれていました。   養護教諭 北村 由佳 

≪今後の予定≫ 

３月１１日（月） 生徒朝礼  １５日（金） 卒業式予行 

１８日（月） 卒業式前日準備  給食最終日  １９日（火） 卒業式（１，２年生は家庭学習） 

２１日（木） 美化活動  ２２日（金） 修了式 

４月 ８日（月） 始業式   ９日（火） 入学式 

 

【IJ学級】 劇と音楽の会 

 2月 9日（金）に多摩特研の「劇と音楽の会」が、東久留米市まろにえホールにて開催されました。周

辺の各市から 14校が集まり、劇、合奏・合唱、ダンス、群読、太鼓など各校の特色を生かした演目を発表

しました。今年度の田無一中は、ダンス 2曲と全員合唱を披露しました。1曲目は Mrs. GREEN APPLEの「ダ

ンスホール」に合わせて、きらきらのポンポンを持って踊りました。「一中」と人文字で表す場面では、練

習で何度も立ち位置を確認し、本番ではうまく表すことができました。2曲目は、WANIMAの「ともに」に

合わせ、複雑な振付や隊形移動のあるダンスに挑戦しました。練習では苦戦する場面もありましたが、日

頃の成果を発揮し、堂々と楽しく踊り切ることができました。客席からは自然と手拍子が起こり、どちら

のダンスも大盛況でした。合唱では、合唱コンクールで歌った「手紙」を全員で歌いました。練習ではテ

ンポが変わる場面でずれてしまうことが課題でしたが、本番では指揮を見て、周りの声をしっかりと聴き、

心を１つに素敵な歌声を届けることができました。演技直後の子どもたちの晴れやかな表情や充実した表

情がとても印象的でした。素敵な経験ができたのではないかと思います。 

担当 IJ学級 黒岩 美樹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                担当  


